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新卒者受入れ準備始まる。  生活介護・就労 

   

 

 

 

 

 今年はとにかく雪が多く雪かきに追われる毎日です。気分転換や運動不足解消にもなればと、生活介護と就

労の利用者様にもお手伝いしていただいています。生活介護の 1 月活動では、正月飾り製作、コマ回しや羽子

板なども行いました。福笑いではアイマスクをした姿がなんとも微笑ましかったです。今月 3 日には生活介

護、就労合同の節分行事が行われました。立春が過ぎ、少しずつですが着実に春がそこまで来ています。 

生活介護には、耳が不自由な利用者さんも通ってこられています。支援員が手話で「おはよう！」と挨拶す

ると、眠そうな顔をしながらもすばやい手つきで（うっかりすると見逃してしまいます）「おはよう」と手話で

返してくれます。どんな表現であっても挨拶は大切にしていきたいです。 

就労では、畑で育てた大根の切り干しを行いました。冷たい作業ではありましたが、がんばってくれました。 

各事業所では、支援学校からの新卒者の受け入れ準備を始めています。今春は、生活介護 1 名、就労 3 名

をお迎えいたします。お会いできるのが今から楽しみです。 

 

                                 こんにちは     おつかれさま 

「きになる⇔まちなか美術館」展示決定！！ 

第 5 回福島県障がい者芸術作品展「きになるひょうげん展」（猪苗代）で入選した中島優太さんの作品が、 

「きになるまちなか美術館」（いわき市・芸術文化交流館アリオス）に展示されることになりました。期間は

2/19（土）～3/21（祝）です。生活介護には、折り紙で立体的な作品を創る方がいたり、写真が得意な方

編み物が得意な方もいます。これからも創作活動を通じ、ひとりひとりの自主性と個性を大切に、自己表現

できる機会を増やしていきたいと思います。 

生活介護職員紹介 
（趣味を聞いてみました） 

後列左 中津（支援員）  スイーツを食べ歩き 

中  出口（管理者）  野球観戦 

右  渡辺（支援員）  サッカー・釣り・バイク 

前列左 佐藤（サビ管）  ラーメン店めぐり 

右  大井（支援員）  映画・音楽鑑賞 

（看護職員 加藤 撮影日お休みでした・・・） 

2 月よりサビ管が佐藤に代わりました。 

よろしくお願いします。ご利用お待ちしております。 

ホームページ  taisei-shinobunosato.jp 
フェイスブック facebook.com/taiseishinobu 
ツイッター   twitter.com/egao_tomato 

HP Facebook Twitter 



 

   

 

自然豊かな静かな環境で、運動や創作活動に取り組んでいます。長時間の運動が難しい車いすや杖を使

用している方々は、自分のペースで無理のない範囲で参加しています。 

秋晴れの気持ちよい日、あづま運動公園へ出かけてきました。作品展の準備も協力してすすめています。 

 

 

グループホーム空き状況   男性 1 名・女性 2 名（2/1 現在） 

ホーム内はバリアフリーとなっており、車いす等ご使用の方にも安心してご利用いただけます。空き状況は

上記のとおりですが、体験利用のためお部屋がうまっている場合がございますのでお問合せください。 

見学につきましては、コロナウイルス感染予防対策を徹底し対応しておりますが、見学当日の体調には十分お

気をつけいただきますようご理解ご協力をよろしくお願いいたします。 

「ネット販売」にむけ準備中 
2Ｋｇ箱と 4Ｋｇ箱での販売となります。 

ネット販売の準備が整いましたらホームページ

やＳＮＳでお知らせいたします。 

グループホーム 1 月のお誕生日会開催 

1 月のお誕生者 4 名のお祝いを 

しました。元日がお誕生日という 

方もいらっしゃいました。 

ほぼ毎月お誕生会がありますので 

季節ごとにおいしいケーキ🍰でお 

祝できることがとても楽しみです。 

今月はやっぱり🍓いちごですね♪ 

おめでとうございました。 

「えがおトマト」ネーミングに込めた思い 

    

 

 1 月は、書初めやカルタ、すごろくなどで季節行事

を楽しみました。ホームページに活動の様子をアップ

しておりますので是非ご覧ください。 

2/3、先生鬼と自分のこころの中の鬼をやっつけた

後は、食育活動として恵方巻つくりをしました。 

みんなが健康で過ごせますように。 

 

オープンを控えた 5 年前、「これからみんなで美味しいトマト

を作っていきましょう！まずトマトの名前を決めましょう」 

販売先としてご協力いただく「いちい」様の営業部の方と、ト

マト栽培初心者の私たちに一からの農業をご指導していただ

いた長野のハウスプラント株式会社高橋社長様にも加わって

いただき、一緒に検討し決定した名前なのです。 

 

・一緒に働く利用者様が「えがお」になりますように。 

・利用者様が元気に働くことでご家族様も「えがお」になりま 

 すように。 

・利用者様と一緒に働くことで職員も「えがお」になるように。 

・トマトを食べてくださったお客様が「おいしい～！」と 

 「えがお」になってくださるように。 

・販売してくださるお店の方も「えがお」になれますように。 

・地域の方、大生信夫の里に関わってくださるすべての関係者 

 様が「えがお」になりますように。 

・「えがお」あふれる福島になりますように。 

 

そんな思いが込められています。 

みなさんが「えがお」になってくれていたら嬉しいです。 


